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座間市 企画財政部企画政策課

第五次座間市総合計画
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これからの座間市について
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第１節
総合計画策定の趣旨
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１
策定の根拠

総合計画基本構想の策定根拠

◇第四次座間市総合計画（Ｈ２３～Ｒ２）

→地方自治法で義務付け

※平成２３年の地方自治法改正で義務付け廃止

◇第五次座間市総合計画の策定根拠

→座間市総合計画策定条例で規定
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２
策定の趣旨

総合計画とは

◇まちづくりの指針

◇基本構想と実施計画の総称

◇市の最上位計画

新たな時代を見据えた

総合的かつ計画的な市政の運営を図るため

第五次座間市総合計画を策定
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３
構成及び期間

⑴ 基本構想

目指すまちの姿とその実現に向けた施策等を示すもの

⑵ 実施計画

基本構想を具現化する事業計画で予算編成の指針

基本構想（８か年）

令和５年度 令和１２年度

実施計画（３か年）

令和５年度

毎年度見直し
実施計画（３か年）

実施計画（３か年）
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第２節
社会情勢
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１ 人口

日本の総人口は、平成２０年をピークに減少

年間出生数

第１次ベビーブーム期・・・約２７０万人

令和２年・・・約８５万人（過去最少）

生産年齢人口は、平成７年をピークに減少

老年人口は増加の一途
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２ 経済

景気は、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然と

して厳しい状況にあるなか、持ち直しの動きが続いている

ものの、そのテンポが弱まっている。

≪消費、物価等の動向≫

・個人消費は、弱い動きとなっている。

・国内企業物価は上昇、消費者物価は底堅さがみられる。

内閣府：月例経済報告（令和３年１０月）より抜粋

9



３ 自然災害

日本の自然条件・・・災害が発生しやすい特性

自然災害の頻発化、激甚化

例）令和２年７月豪雨（九州や中部地方など日本各地）

令和元年台風第１９号（関東甲信越、東北地方など）
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４ 技術革新

「Ｓｏｃｉｅｔｙ 5.0」の推進
「Society 5.0」とは狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に

続くような新たな社会を生み出す変革を科学技術イノベーションが

先導していく、という意味を込めている。

ＩＣＴを最大限に活用し、サイバー空間とフィジカル空間（現

実世界）とを融合させた取組により、人々に豊かさをもたら

す「超スマート社会」を未来社会の姿として共有し、その実

現に向けた一連の取組を更に深化させつつ、世界に先駆

けて超スマート社会を実現していく。 出典：科学技術基本計画
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５ 脱炭素社会

脱炭素社会とは

地球温暖化の原因と考えられる二酸化炭素の排出量を

実質ゼロにする社会のこと

令和２年１０月 菅義偉内閣総理大臣

「２０５０年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロ

にする、すなわち２０５０年カーボンニュートラル、脱炭素

社会の実現を目指す」ことを宣言
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６ ＳＤＧｓ

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）とは

平成２７年９月に国連サミットで採択された持続可能な開発

目標。

世界が抱える問題を解決し、誰一人取り残さない社会を実

現するため、令和１２年までの達成を目標としている。

１７のゴール・１６９のターゲットで構成
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第３節
本市の現状
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１ 人口

■総人口の推移

（人）

※グラフの開始値を100,000としています。

出典：国勢調査（総人口には年齢不詳を含む）
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１ 人口

■年齢別人口の推移

出典：国勢調査

（人）
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２ 財政

■歳入内訳

（億円）

356

426
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２ 財政

■歳出内訳

（億円）

346.1

407.7
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第４節
まちづくりのテーマ
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１
これまでの
策定経過

≪第五次座間市総合計画の主な策定経過≫

令和３年２月

（仮称）第五次座間市総合計画策定方針公表

令和３年５月

座間市の将来のまちづくりに関するアンケート調査

令和３年８月

座間市「未来デザイン会議」

これまでの策定経過を踏まえて

現時点で考えられるまちづくりのテーマ
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２
まちづくりの
テーマ

行財政運営

子育て
教育

地域
振興

生活
環境

健康
文化

都市
基盤

福祉

目指すまちの姿
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